
取組内容とその成果
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プログラムの目的及び内容

キャリア支援では、主な取組として「キャリア支

援体制の充実を図る取組」と「学生の意識改革を図

る取組」があり、学生の具体的な職業観を養い、就

職に対するモチベーションを高め、意識改革に資し、

具体的・実践的に就職活動に臨む能力を育成するも

のである。また、外部からアドバイザーを招聘し「キャ

リア支援体制の改善・強化」を実施し、時代の要請

に合った人材育成を目指すものである。

学習力支援としては、学生自らが自分の人生を逞

しく切り拓くための力を身に付けることへのモチ

ベーションを高め、国語・英語や数学等の基礎的な

学力・読解力を身に付け、入社試験や大学への編入

学試験、公務員採用試験等を突破する学力を身に付

けることを目指している。更に、他大学の視察や研

修会の開催を通して、キャリア支援と学習力支援に

関わる組織の改善と、教職員の学生支援に関する指

導力向上を目指している。

到達目標

次の４つを目標としている。

（１）学生の就職活動に対するモチベーションを

高め、学力の向上や人間性を更に高めて、これまで

堅持してきた 95％以上の進路達成率を今後も維持す

る。

（２）公務員等合格者を 1 桁台から２桁台に増や

す。

（３）卒業後も自らの力で夢に向かって切り拓い

ていく力を付けた学生を育成する。

（４）これまでのキャリア支援に関わる活動を見

直し、時代の要請に合った学生支援プログラムを構

築する。

プログラムの実施内容

（１）キャリア支援体制の充実を図る取組として、

地元企業等の職場開拓や連携強化に当たる要員の配

置、面接指導の改善と学生自身による面接の自己点

検のためのビデオの設置、キャリア支援をバックアッ

プするため、新たに Web ページと携帯サイトを構築

する。

（２）学生の意識改革を図る取組として、地元企

業や鹿児島青年会議所等との連携を図るべく、企業

が求める人材と本学の教育についての相互理解と意

見交換を行うフォーラムの開催や、キャリア支援講

座を実施する。

（３）国語・英語・数学等の基礎力、一般教養力、

コミュニケーション能力、行動力を習得できるよう

な学習力支援講座の開設、e ラーニングシステム導

入による自学自習環境の整備と充実を図る。

（４）本事業に関係する組織として、キャリア支

援委員会と学習力支援委員会があり、双方の委員会

の代表者等から構成した「学生支援推進プログラム

ワーキンググループ」を設置し、本事業の企画・実

施に当たることとした。

プログラムの成果

１．当該プログラムの周知方法等

学内では、どのような方法で周知徹底したのか。

（１）2009( 平成 21) 年９月教授会にて取組を説明

した。

（２）教授会終了後、キャリア支援委員会と入試

広報委員会で合同会議を開き、概要と今後の取り組

みについて説明し、その後両委員会からメンバーを

選出し、学生支援ワーキンググループを設置した。

（３）アセンブリーの時間に各担任から学生に説

明した。

（４）学生支援ワーキンググループで会議を開き、

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2010(平成22)年度
学生支援推進プログラム
〒890－8525 鹿児島県鹿児島市唐湊4丁目22-1
鹿児島純心女子学園

地元企業との連携と学生の学習力・行動力を支援する組織の強化策

私立 鹿児島純心女子短期大学
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企画、推進、実施など具体的な内容を決定し、必要

に応じて、その後の教授会で報告し、周知した。

（５）学内広報誌「SAPIENTIA」に毎回掲載し、

ホームページに掲載し周知した。

２．当該プログラムの成果

（１）自己評価は、どのような観点で行ったか。

本取組の評価方法として、次の観点から調査した。

①学習力支援講座、キャリア支援講座受講者等へ

のアンケートからの評価 （資料１）

②既卒者に対するアンケートからのキャリア支援

に対する評価 （資料２）

③採用した企業に対するアンケートからのキャリ

ア支援に対する評価 （資料３）

④既卒者・内定者の受験報告書の分析の結果から

の評価をもとに自己評価を行った。

（２）到達目標に達したか。

①「学生の就職活動に対するモチベーションを高

め、学力の向上や人間性を更に高めて、これま

で堅持してきた 95％以上の進路達成率を今後も維

持する。」について

学生の就職活動に対するモチベーションを高め、

学力の向上や人間性を更に高めて、2009( 平成 21) 年

度３月では、内定率 90.0％、2009( 平成 21) 年度最終

では、内定率 97.0％で、達成できた。2010( 平成 22)

年度３月では、内定率 99.3％、2010( 平成 22) 年度最

終では、内定率 99.7％で、達成できた。 （資料４）         

②「公務員等合格者を１桁台から２桁台に増やす」

について

2009( 平成 21) 年度２名、2010( 平成 22) 年度３名で、

年度ごとに増加傾向にあるが、目標達成には一歩及

ばないところである。今後とも引き続き学習力支援

講座等を継続し、個別に指導・支援を継続し達成に

努める。

③「卒業後も自らの力で夢に向かって切り拓いて

いく力を付けた学生を育成する。」について

キャリア支援課を積極的に活用し、就職相談及び

面接指導を申込み、不採用のたびに夢に向かい勇気

を持って強く前に一歩進める学生が育まれ、この件

については達成できたと判断している。以下面接指

導を申し込んだ学生の延べ人数は、2009( 平成 21) 年

度 194 名、2010( 平成 22) 年度 330 名、2011( 平成 23)

年度 567 名である。 ④これまでのキャリア支援活

動を見直し、時代の要請に合ったキャリア支援プロ

グラムを構築する。

２年間に亘り、国際教養大学、湘北短期大学、九

州女子大学短期大学部などの先進大学を視察し、参

考とするとともに学生支援推進プログラムの総仕上

げとして、元通商産業省雇用開発課員、現在関西大

学キャリア支援アドバイザー山元公子氏による教職

員全員を対象とした講演会研修と本学キャリア支援

アドバイザー及び本学専属ヤングハローワーク大卒

ジョブサポーターによる教員・キャリア支援課スタッ

フとの意見交換会を開催し、アドバイスを受け、キャ

リア支援活動の見直し、時代の要請に合ったプログ

ラムを構築することができた。

（３）具体的な成果は何か。

①就職活動の基本ツールとなる就活手帳等の発行

「就職＆進学アクション手帳」は、2009( 平成 21)

年度の就職支援対策活動を通して検討したもので、

内容は２年間のスケジュール帳部分と就活・進学ガ

イドの２部構成となっており、就職活動を進める上

で学生にとって十分に活用できるものとなった。

②求人情報提供システムの構築

学生は携帯電話やパソコンからいち早く求人情報

を得ることができるようになり、就職試験への取り

組みがかなり向上した。求人票を掲示板だけではな

く、Web ページ等を通して学生に迅速に提供できる

ようになった。

③キャリア支援等に関する情報提供のためのホー

ムページの充実

本学のキャリア支援における取組をホームページ

で公開するなどして充実した内容となった。企業や

高校生、その保護者からの問い合わせも多い。キャ

リア支援関係の講座の開催案内や求人情報等を効率

的に提供できた。

④職場開拓・地元企業等との連携のための要員、

学習力支援事務補助員、土・日・祝の就職相談要員

の配置

職場開拓・地元企業等との連携のための要員は、

270 社余りの会社訪問や電話により求人依頼を行

なった。その結果、鹿児島県内の求人件数が前年度

よりも 110 社ほど増えた。また、ハローワークとの

連携により、学生職業総合支援センターのサイトか

ら求人検索サービスの提供が受けられるようになり、

学生に対して従来よりも多くの求人情報を提供でき

た。また、学習力支援事務補助員は、学習力・編入

学支援講座の企画と事務処理、各種講座等のアンケー

ト作成・集計や本取組の事務補助を担当した。土・日・

祝日の就職相談要員は、休日にキャリア支援課で常
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時待機し学生への対応・事務処理を担当し、在学生・

卒業生約 323 名が利用した。このような活動の結果、

就職内定率は鹿児島県内の短期大学の平均就職内定

よりも常に高い内定率で推移することができた。

⑤キャリア支援に関する専門アドバイザーの招聘

及び教職員研修の実施

外部からキャリア支援に関する専門アドバイザー

を招聘して、356 人の学生に対して面談・指導して

いただいた。また、大阪から就職対策・キャリア支

援に関する専門コンサルタントのアドバイザーの専

門家を招聘し、教職員の研修会も実施した。内容は、

「学生支援のためのキャリアカウンセリング」をテー

マとして約 70 名を超える教職員が参加し、今後、本

学のキャリア教育に十分に役立つ研修会となった。

⑥外部講師によるキャリア支援・学習力支援に関

する講演会・講座等の開催

キャリア支援講座等に対するアンケート結果を基

に改善を加えた内容で、講演会、各種の支援講座を

開催した。全学生の感想文によると学生にとって非

常に有益な情報提供及び体験学習の場となった。

⑦キャリア支援講座や学習力支援講座に対するア

ンケート調査の集約と分析の実施。また既卒者や採

用企業等に対するアンケートの実施

各種講座の受講者等に対してアンケートを実施し

集計・分析した。その結果を基に今後開催する講座

等の改善・充実を図ったり、新たに次年度「各種業

界セミナー」等の対策講座を設けることができた。

また、アンケートの自由記述欄に記載された学生の

要望を集約することで、今どんなキャリア支援が求

められているかを把握することができ、キャリア支

援に関わっている教員等の意識改善を図ることがで

きた。学生の要望には順次応えた。

⑧ｅラーニングシステムの導入による自学自習の

学習環境の提供

ｅラーニングシステムについては、一昨年度

「Moodle」を導入し、昨年度はさらに教職員と学生

の情報提供の場「学生支援 Moodle」として求人情

報、シラバス等の発信により内容の充実を図り、ｅ

ラーニングコンテンツ UPO-NET については、昨年

度 UPO-NET モジュールを導入した。教材について

は、SPI 等に関する教材を選択し、就職試験対策と

して学生が活用している。

⑨キャリアフォーラムの開催

学生と企業の採用担当者等との意見交換を行う

フォーラムを実施し、企業が求める人物像、あるいは、

本学学生に何を期待しているか等について学生の理

解を深められ、学生が日常の学習に対して積極的に

取り組む重要なきっかけとなった。

⑩他大学等の視察研修の実施

本学のキャリア支援や学習力支援体制の改善・充

実を図るため、国際教養大学、湘北短期大学、池坊

短期大学、九州女子短期大学など優れた先進校の視

察研修を実施した。また、この視察研修を通して教

員の指導力の向上を図った。

⑪学習力支援室及びキャリア支援室の整備と相談

活動の拡充

学生支援体制の環境を整備し強化を図った学習力

支援室及びキャリア支援室は、いずれも出入り自由

の部屋であり、担当教員やスタッフからのアドバイ

スや指導等が行われ、学生の学ぶ意欲や就職活動に

対するモティベーションのアップを図ることができ

た。

⑫学習力支援講座の実施

学習力支援講座については、最終的に就職・編入

学対策講座として実施することができた。当初、編

入学対策講座、TOEIC 対策講座を実施した。その

結果、基本となる国語力が不足していることが改め

て問題となり、国語力を養成する講座を開講した。

TOEIC 対策講座については、講師は TOEIC 事務局

を運営する団体から、特に TOEIC 検定に精通した

英語教員を招聘した。その結果、卒業時の平均点は

531.4 点、2 年間の伸びは 196.8 点という目覚しい成

果を残した。

⑬地元企業、県外企業 ( 東京・大阪・福岡 ) 等を訪

問し、求職拡大に努める。

本学生の就職希望地は、県内が多いので、270 社

余りの県内企業訪問を行い、また福岡、大阪、東京

と多くの県外企業訪問を行なうなど、求職拡大に努

めた。

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

本プログラムの中で実効ある事業等については、

継続して実施し、キャリア支援の年間計画、キャリ

ア支援ツール、就職システム、キャリア支援講座な

どの充実、改善を図り、学生の就職活動に対するモ

チベーションを高め、学力の向上や人間性を更に高

め、細やかなキャリアサポートに努め、これまで堅
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持してきた 95% 以上の進路決定率を今後も維持する

よう活用する。

２．今後の計画

年間の就職対策計画の中に位置づけて、本学の予

算で実施する。ハローワークとの連携、地元企業と

連携しながら支援事業内容を継続し、学生、企業の

アンケート等も参考にして次のとおり更に改善、充

実していく。

（１）「相談窓口の充実、休日等の対応の要員配置

と携帯サイトの構築、キャリア支援課、進学・留学

相談室、学習力支援室における相談活動の充実」に

ついては、学生支援サイト Moodle により携帯メー

ルによる ２４ 時間相談・質問等の受付システムで対応

する。

（２）「就職システムの求人票提供システムの改善」 

については、学生支援サイト Moodle との連携により、

迅速な情報配信（１次情報）と自宅からでも閲覧で

きるポータルサイトの詳細な求人票閲覧（２次情報）

提供で、引き続き運用を継続し、継続的に学生の就

活意識を啓発し、モティベーションの維持に資する。

（３）地元企業等との連携によるフォーラムの実

施」については、本学の予算で継続して毎年実施する。

（４）「外部講師招聘による学生のキャリア支援」

については、年間の就職対策計画の中に位置付けて

本学の予算で実施する。

（５）「学習力支援講座等の実施」については、重

要な支援との認識のもと、学生や教職員のアンケー

ト等も参考にして毎年その改善充実を図り実施して

いく。

（６）「ｅラーニングシステムの活用」については、

UPO-NET のコンテンツを大いに活用し、学内講座

として更なる活用を図る。2011( 平成 23) 年度同様、

最新の採用試験形式の一つである WEB テスト対応

など日常の学習活動の中で積極的な活用を図ってい

く。

（７）「TOEIC 対策講座」 本学の予算で継続して、

毎年実施する。

（８）「キャリア支援・学習支援に関する教職員研

修」については、先進大学の優れた実践の視察・研

修をさらに実施していく。

（９）地元企業、県外企業 ( 東京・大阪・福岡 ) 等

を訪問し、求職拡大に努める。

（10）「卒業生採用企業及び卒業生へのアンケート

調査によるキャリア支援対策の見直しと改善」は３

年に１回ずつ定期的に調査し、キャリア支援対策の

見直しと改善に努める。

就職未内定者への支援策

1. 内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策

未定者を対象に「就活サポート講座」を２回実施し、

就職環境の現状報告と先輩の成功例や具体的な就職

活動方法などについて説明し、一人ひとりの学生に

きめ細かく対応し、指導支援している。

2. 未内定のまま卒業した者への支援策

未内定者に対し、卒業式前にキャリア支援課へ

の「職業紹介斡旋登録」を案内し、登録後、引き続

き、希望職種に応じて求人情報を携帯電話にメール

配信し、またインターネットメールアドレスに求人

票（PDF データ）をメール配信し、その後電話で相

談を受けたり、本学にて直接面接指導するなど、在

学時と変わらない内容で支援している。
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資 料

キャリアフォーラムについてのアンケート集計（在学生 / 本学職員 / 一般 / 高校生）
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事例 21 鹿児島純心女子短期大学
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平成 22 年度キャリアフォーラムについてのアンケート集計（在学生）

平成 21 年度 航空・ホテル・旅行業界セミナーについての調査結果
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事例 21 鹿児島純心女子短期大学

平成 22 年度各種業界セミナーアンケート集計
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在学生の進路支援を充実させるための卒業生アンケート
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人事担当者へのアンケート
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事例 21 鹿児島純心女子短期大学
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評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

キャリア支援を強化するため、Web ページと携

帯サイトを構築するとともに、学習力強化のために

支援講座とｅラーニングシステムを導入した、優れ

た取組である。学生支援ワーキンググループを設置

し、教員・学生への周知と推進を行った。さらに「就

職＆進学アクション手帳」の作成、地元企業との連

携のための要員の配置、専門アドバイザーの招聘

等、特色ある取組を実施している。

評  価  結  果

実  地  視  察  報  告

視察日：2012(平成24)年10月5日（金）
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事例 21 鹿児島純心女子短期大学

総　 評

1. 学生支援推進プログラムの計画・実施において、

学長のリーダーシップの下で、ワーキンググルー

プ（各学科、事務局、アドバイザー）を組織し、

全学的な教職員の合意形成が成された。それに基

づく全学的なキャリア教育、支援の見直しと改革

になっている。

2. 他大学への視察、教職員研修を通じでキャリア教

育の向上を図っている。

3. 短期大学の場合、入学後１年で就職活動に入ること

やカリキュラム等の関係で、４年生大学と比べ、

キャリア教育や意識形成の面でハンディがある。

本取組の地元企業、鹿児島市青年会議所との連

携、フォーラム開催や卒業生との懇談会は、学生

と社会の接点、交流の場を提供し、学生のキャリ

アに関する意識変革と教育の場となっている。

4. また、現在の学生の状況をみると、基礎学力の向

上と専門知識の習得とを同時に追求することが求

められているが、学習力支援講座を通じて、英語

力、国語力等の基礎学力向上を就職支援講座と合

わせて実施し、成果を上げていることは重要であ

る。

5. さらに、就括手帳の充実、求人情報システムの構

築により学生の就職活動の利便性が向上し、情報

の取得が容易となり、就職活動をスムーズにし

た。

6. 同時に、キャリア支援室の整備によるアドバイ

ザー制度の充実により、学生の就職への不安・悩

みの解消に役立っている。以上を通じて、学生の

キャリア意識の変革と基礎学力の向上を実現し就

職率を向上させており、今後は、大学の予算を通

じて継続的に実施し改善することになっている。

個別事項

1. ワーキンググルーブは、学科の代表、事務局の

キャリア担当責任者、アドバイザーで構成されて

おり、全学的な教職員の合意に有効な組織となっ

ている。

2. 地元企業、鹿児島市青年会議所との連携やフォー

ラム開催及び卒業との懇談会は、学生にとって

は、社会との貴重な交流の場となっている。学

生へのヒアリングによると、特にフォーラムと卒

業生との懇談会は、参加者も多く、意識キャリア

意識の変革に繋がり、就職活動に積極的になった

と評価している。学習力支援講座では、英語の

TOEICのスコア向上等の成果を上げている。しか

し、Ｅラーニングシステムについては、目的に比

べて学生の活用が充分ではないので、活用方法等

の指導等の改善が必要である。

3. 就活手帳は、履歴書や応募書類等の書き方や就職

活動に必要な事項が記載されており、学生に充分

に活用されている。求人情報システムの構築によ

り、携帯電話やパソコンからいち早く求人情報を

得ることが可能となった。キャリア支援のための

ホームページの充実により、キャリア支援や求人

情報を効果的に提供され、問い合わせも増加して

いる。

4. 学習支援室やキャリア支援室の整備・充実によ

り、学生が自由に出入りし、教員やスタッフから

アドバイス、指導が行われ、学ぶ意欲と就職活動

の意欲向上に繋がっている。

5. 他大学への視察や専門アドパイザーによる教職員

の研修により、教職員の意識向上と指導力向上を

実現している。以上に加えて、地元企業だけでな

く県外企業にも訪問し、就職拡大に努めてい


